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１．　は　じ　め　に
　IT産業では到底不可能であると思われている
事であっても，技術進歩と絶え間ない挑戦によ
り不可能を可能とした事例が多くある。１９６０年
代から８０年代の前半における企業情報システム
の主役はメインフレームであり，IBMという絶
対的強者が存在していた。IBMは垂直統合化さ
れたコンピュータ産業界において絶対的な地位
を築いていた１）。メインフレームが企業情報シ
ステムの主役の座から転落し，新たに主役と
なったのがパーソナルコンピュータ２）いわゆる
パソコンである３）。皮肉にもパソコン市場を拡大
させ，成長させたのは，コンピュータ産業の巨
人 IBMであった。IBMはある程度市場を形成
していた８ビットパソコン市場にパソコンを投
入するといった戦略をとらず，１６ビットパソコ
ンで新たに市場に参入する戦略を採用した４）。
IBMはパソコンの全ての機器を自社で調達する
ことも可能であったが，そのような事はせず
アーキテクチャのみを作成し，それ以外のもの
は全て外部調達した。この際 CPUに Intel，OS
に Microsoftを採用した５）。パソコンが開発され
た当初の用途は個人利用であり，企業で利用さ
れることは考慮されていなかった。しかし，半
導体技術やソフトウェアの機能向上により，パ
ソコンは企業情報システムの主役の座に上り詰
めた。同様な変化がクラウドコンピューティン
グの出現により起きようとしている。企業情報
システムの主役を奪おうとしているクラウドコ
ンピューティングではあるが，その概念が提唱
され日が浅い為，文献や用語の使用者により都
合の良いように解釈されて使用されているのも
事実である６）。本稿ではクラウドコンピュー
ティングをプラットフォームとして捉え，プ
ラットフォームとしてのクラウドコンピュー
ティングに関して論じている。
　クラウドコンピューティングを分析するにあ
たり Geoffrey A. Moore氏のフレームワークを
用いた。Moore氏はこのフレームワークを「カ
テゴリー成熟化ライフサイクル」と呼んでいる。
「カテゴリー成熟化ライフサイクル」は，５つの
フェーズから構成されている。初期のステージ
は複雑な為，サブシステムを構成し，このス
テージを「テクノロジー導入ライフサイクル」
と呼んでいる。「テクノロジー導入ライフサイク
ル」の次のステージは「成長市場」，であり「成
熟市場」，「衰退市場」，「ライフサイクルの終了」
とカテゴリー成熟化ライフサイクルは進んでい
く。
　Moore氏のフレームワークを用いた理由は，
このフレームワークがテクノロジーのライフサ
イクルに焦点を当てたものだからである。さら
に，イノベーションがテクノロジーのライフサ
イクルに及ぼす影響を考慮している点も Moore
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氏のフレームワークを用いた理由である。
　図１は，カテゴリー成熟ライフサイクルにク
ラウドコンピューティングとそれに関連する諸
技術を当てはめたものである。クラウドコン
ピューティングは現段階において「テクノロ
ジー導入ライフサイクル」にあてはまる。クラ
ウドコンピューティングは初期市場からキャズ
ムを乗り越えたところである。一方でクラウド
コンピューティングを構成する個々の技術的要
素はメインストリームやテクノロジー導入ライ
フサイクルを超え，成長市場に移行したものも
存在する。これは，クラウドコンピューティン
グが概念的要素と技術的要素の２つの側面を持
ち，技術的な要素はさらに複数の要素から構成
されているためである。
　さらに，本稿では Moore氏のフレームワー
クにプラットフォームという概念を追加した分
析を行っている。プラットフォームという概念
を追加して分析を行った理由は，プラット
フォームがクラウドコンピューティングの本質
であり，Moore氏のフレームワークにプラット
フォームという概念を追加する事で，ビジネス
におけるクラウドコンピューティングを深く理
解することが可能となるからである。
２．　クラウドコンピューティング
　クラウドコンピューティングは IT産業にお
いて大変興味深く語られている。IDCの市場調
査によると，２００８年に１６０億ドルであったクラ
ウドサービスの市場が２０１２年には４２０億ドルに
拡大すると予測している７）。IDC Japanの調査に
おいても２００９年から２０１４年にかけて年間３５.６％
で成長し，市場規模は１,４３２億円に達するとして
いる８）。前著において指摘した通り，クラウドコ
ンピューティングは単なるバズワードではなく
IT産業の主役として十分に認識された事を意味
している９）。クラウドコンピューティングは，
米 Googleの CEOである Eric Schmidt氏が
２００６年８月６日の Search Engine Strategies 
Conferenceの講演において「従来のユーザーの
手元にあったデータサービスやアーキテクチャ
が，サーバー移ろうとしている。我々はこれ
を，クラウドコンピューティングと呼ぶ。
（データやアーキテクチャは）“クラウド”のど
こかにある。ブラウザのようなアクセスできる
ソフトウェアがあれば，PC，Mac，携帯電話，
BlackBerryなどどのようなディバイスからで
も，クラウドにアクセスできる」と述べクラウ
ドコンピューティングの概念を提唱したことに
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　　　　　 　（出典：Moore, p. １８に一部加筆）
図１　カテゴリー成熟ライフサイクル
始まる１０）。Schmidt氏がクラウドコンピュー
ティングの概念を提唱した２００６年から４年が経
過した現在においても，クラウドコンピュー
ティングという概念に関する明確な定義は存在
していない。明確な概念が存在していない理由
の１つとして，クラウドコンピューティングが
単一のコンピュータによって提供される技術的
な概念やサービスではなく，インターネット上
に点在する様々な技術を融合して提供される
サービス群の総称だからであろう１１）。その為，
クラウドコンピューティングという用語は，使
用者により都合の良いように解釈されている。
　明確な定義が今現在存在していないクラウド
コンピューティングではあるが，National Insti-
tute of Standards and Technology （以下 NIST）
が提唱したクラウドコンピューティングの定義
は，多くの文献等で引用されている１２）。NISTは
アメリカ合衆国商務省配下の技術部門であり，
技術革新や産業競争力を強化するために，計測
学や規格，産業技術の促進を目的としている。
AES暗号や AHSアルゴリズム等の暗号技術の
選定標準化を行っており，AES暗号はデファク
トスタンダード暗号のひとつとなっている。多
くの文献で引用されているということは，一定
の評価を得ているということでもあり，本稿で
も NISTが提唱した定義を用いてクラウドコン
ピューティングに関して論じていくとこにする。
以下 NISTのクラウドコンピューティングの定
義を引用する。
Cloud computing is a model for enabling 
convenient, on-demand network access to a 
shared pool of configurable computing 
resources（e.g., networks, servers, stor-
age, applications, and services）that can be 
rapidly provisioned and released with mini-
mal management effort or service provider 
interaction.（出典：Mel, P. et al）
（クラウドコンピューティングは，設定可
能なコンピューティングリソース（ネット
ワーク，サーバー，ストレージ，アプリ
ケーション，サービス）で構成される共有
プールへの，オンデマンドのネットワーク
アクセスを可能にするための，利便性の高
いモデルでる。それらのリソースは，最小
限の管理手順もしくは，サービスプロバイ
ダーとのやり取りにより，迅速に供給され，
迅速に解放もされるものとなる。）
　NISTはクラウドコンピューティングのモデ
ルに，５つの本質的特徴，３つのサービスモデ
ル，４つの開発モデルがクラウドコンピュー
ティングには存在するとしている。
本質的特徴
　　オンデマンドセルフサービス
　　ブロードバンドネットワークアクセス
　　リソースの共有
　　迅速な柔軟性
　　調整されたサービス
サービスモデル
　　Cloud Software as a Service（SaaS）
　　Cloud Platform as a Service（PaaS）
　　Cloud Infrastructure as a Service（IaaS）
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（出典：Rayport J. F. et al）
図２ クラウドコンピューティングの配置モデルと
サービスモデル
配置モデル
　　Private cloud
　　Community cloud
　　Public cloud
　　Hybrid cloud
クラウドコンピューティングにおける研究課題
　クラウドコンピューティングは，企業情報シ
ステムの資源を「所有」するという考えを，
ネットワークを通じてサービスとして「利用」
するというように企業情報システムの在り方を
変化させた。重要な事は，クラウドコンピュー
ティングがネットワークを利用してデータセン
ターに蓄積されたデータやサービスを利用する
という単純なものではなく，ITの供給や使用方
法を根本的に変化させたことにある（Khajeh-
Hosseini et al）。しかしクラウドコンピューティ
ングという概念が提唱されてから月日が浅いた
め，クラウドコンピューティングには多くの研
究課題が存在しているのも事実である。Khajeh-
Hosseini et al（２０１０a）は，組織，コスト，セ
キュリティ，法律，プライバシーという分野に
分類してクラウドコンピューティングの研究課
題を挙げている。この事から，クラウドコン
ピューティングには多くの研究課題が存在して
いることが理解できる。重要な事は，クラウド
コンピューティングを研究するにあたり，クラ
ウドコンピューティングの本質を理解する事で
ある。
３．　クラウドコンピューティングイノベー
ション
　クラウドコンピューティングにおけるリソー
スの弾力性はITの歴史において先例のないもの
である。この意味においてクラウドコンピュー
ティングは IT産業のイノベーションと呼べる。
イノベーションの意義は価格交渉権にあるとい
える。イノベーションが存在しなければ，商品
はコモディティ化していく。コモディティ化し
た商品においては，価格決定権を顧客が持つこ
とを意味する。イノベーションが存在する場合
には，製品やサービスは差別化を進行させ，市
場の各セグメントの選択肢となりえる。この基
本的な考え方の根底にあるのは，イノベーショ
ンが差別化を提供することで，企業価値に望ま
しい効果をもたらすということである。イノ
ベーションには３つの望ましい結果と，望まし
くない結果が存在すると Moore（２００５）は述べ
ている。これを図に表すと以下のようになる。
　イノベーションがもたらす最大の効果は差別
化である。差別化の利点はここで論じる必要も
ないであろう。イノベーションの望ましい結果
のひとつに中立化がある。これは，競合他社の
優位性に追いつき，自社の欠点を市場の標準に
合致するように克服することで，他社の差別化
要素を無効化することである。中立化を指向し
たイノベーションが効果を発揮すると，クラウ
ドプレイヤーがより優位なポジションを確立す
ることとなる。すなわち，クラウドサービスの
導入に遅れた企業は，同業他社に追いつくため，
成功した企業と同様なサービスもしくは，成功
した企業と同じクラウドサービスを導入する割
合が高くなる。クラウドコンピューティングは，
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（出典：Moore, p. ６）
図２ イノベーションの効果
規模の経済および範囲の経済が働く割合が高く，
一人勝ちの市場を形成する可能性が高い。この
状況がイノベーションにおける中立化といえる。
中立化を実現可能な為，クラウドプラット
フォーム上での競争はコモディティ化していく
が，クラウドプラットフォーマーは一人勝ちと
なる。クラウドコンピューティングの導入を検
討している企業は，上記のことを理解し，明確
な目的を持ち，クラウドコンピューティングを
何故導入しなければならないのかを熟考した上
で，クラウドコンピューティングを導入する必
要がある。中立化した状況は，クラウドコン
ピューティングにおける「ロックイン１３）」を意
味し，中立化を確立したクラウドサービスプロ
バイダーがクラウドコンピューティングの勝者
と言える。
　イノベーションの効果の３つ目は生産性の向
上である。生産性の向上は企業の進化において
必須の要素である。生産性の向上には，既存プ
ロセスの再構築が必要となる。既存プロセスの
再構築にクラウドコンピューティングは選択肢
の１つとなりうる。
４．　プラットフォームとしてのクラウドコン
ピューティング
　世界の事業環境を一変させた製品やサービス
について思い浮かべると，その多くが異なる２
種類のユーザーグループを結びつけ，ネット
ワークを形成した製品やサービスであることに
気づく。これらは，経済学者が「市場の二面性」
（two-sided market）あるいは「ネットワークの
二面性」（two-sided network）と呼んでいるもの
でる。このように，異なる二種類のユーザーグ
ループを結びつけ，１つのネットワークを構築
するようなサービスや製品を「プラットフォー
ム」と呼ぶ。プラットフォームは二種類のユー
ザーグループ間の取引を促すインフラとルール
を提供するが，その形態は様々である。
　二種類のユーザーグループが相互に引き付け
られる現象は「ネットワーク効果」と呼ばれて
いる。ネットワーク効果ゆえに，一方のユー
ザーグループにとってのプラットフォームの価
値は概して，もう一方のユーザーグループの数
によって決定される。ネットワーク効果が働く
市場では「収穫逓増」を享受できる。二種類の
ネットワークを持ち合わせたプラットフォーム
は，この点において既存の製品やサービスとは
異なる１４）。
　平野（２０１０）氏によると「プラットフォー
ム」という概念をはじめて提唱したのは大前研
一氏であり，２００１年に発表した「新・資本論」
であるという。大前氏は「新・資本論」におい
て，「共通な場を形成する役割を果たすスタン
ダードに対して用いられる表現」を「プラット
フォーム」と呼んでいる１５）。そして，プラット
フォームを決定するのは顧客であり１６），その特
徴の１つとして寡占的，独占的あるいは半独占
的地位を齎す１７）と述べている。さらにプラット
フォームは，自然に寡占状態に収斂していく傾
向があるという。寡占に向かう傾向はネット
ワーク力学に備わっている自然な機能であり，
プラットフォームでは，可能な限り多くの顧客
と繋がっていることに価値がある１８）。この意味
においてクラウドコンピューティングに傾斜す
る企業が規模や範囲の経済を指向する必然性が
存在することとなる。このことは，プラット
フォームが「粘着性」１９）とも言うべき，強力な
「ロックイン」が存在する理由でもある。
　上記の点を考慮するとクラウドコンピュー
ティングはプラットフォームビジネスに属する
ことになる。プラットフォームビジネスとは
「複数のグループのニーズを仲介することによっ
てグループ間の相互作用を喚起し，その市場経
済圏を作る産業基盤型のビジネスモデル２０）」と
定義される。プラットフォームは以下の５つの
機能を有している。
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　１．マッチング機能
　２．コスト削減機能
３．検索コストの低減機能（ブランディング・
集客機能）
４．コミュニティ形成による外部ネットワー
ク効果・機能
５．三角プリズム機能
以下においてプラットフォームとクラウドコン
ピューティングの関係について論じる。
　１．　マッチング機能
　この機能は，複数のグループの交流を促す
場を提供することによって様々な相手をマッ
チングさせる２１）ことを意味する。クラウドコ
ンピューティングではこの機能を APIにより
実現させる。APIによりプラットフォームを
利用している者同士を結び付ける。
　２．　コスト削減機能
　プラットフォームを利用することにより，
プラットフォームを利用しない時よりもコス
トが削減可能な事を意味している。クラウド
コンピューティングを利用することにより，
今まで「所有」していたコンピュータ資源が
必要なくなり，サービスとして「利用」する
ことでコスト削減が可能となる。
３．　検索コストの低減機能（ブランディン
グ・集客機能）
　この機能は，プラットフォームが安心感や
ブランドを提供し，質を一定レベルに担保す
る２２）ものである。この機能によりプラット
フォームの集客力が高まる。これは，プラッ
トフォームを利用する以前に生じる効果であ
り，プラットフォームが創出した信頼やブラ
ンドは参加するグループに大きなメリットを
与える２３）。ブランディングや集客機能が高ま
る事は，それ以外のプラットフォームに移動
するコスト，すなわち「スイッチングコスト」
が高い事を意味し，強いプラットフォームが
より強くなることでもある。
４．　コミュニティ形成による外部ネットワー
ク効果・機能
　参加しているグループ内での信頼情報の醸
成やグループ間での情報の相互交流が起こる
ことで，プラットフォームへの「粘着力」が
増していくことに寄与する機能である２４）。３
の機能とも関係するが一度プラットフォーム
によってコミュニティが形成されるとそこか
らなかなか抜け出せなくなる。
５．　三角プリズム機能
　プラットフォームにおける三角プリズム機
能とは，通常では直接作用が及ばない２つ以
上のグループを結び付ける機能２５）である。ク
ラウドコンピューティングにおける三角プリ
ズム機能は大企業と中小企業を結び付ける，
すなわち「フラット化」を意味する。従来で
あれば大企業しか利用できなかったシステム
であっても，クラウドコンピューティングに
より中小企業でも利用可能となる。
　プラットフォームは，①技術進歩の速さ，②
顧客ニーズの多様化，③ ITの進歩による外部
ネットワーク効果の迅速かつ広範囲な拡大，④
デジタルコンバージェンスの進化，の４つの理
由により注目されている。特に④のデジタルコ
ンバージェンスの進化には注意する必要がある。
デジタルコンバージェンスとは，多くの産業の
垣根が取り壊され新しい産業へと「収斂」して
いくことである２６）。産業の垣根が取り壊される
為，今までは異業種であり競争相手として意識
していなかったような企業とも競争をしなけれ
ばならなくなる２７）。
　これまでにクラウドコンピューティングにお
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けるプラットフォームに関して論じてきた。ク
ラウドコンピューティングはプラットフォーム
であり，クラウドコンピューティングを利用す
る事は，クラウドプラットフォーマーが提供す
るプラットフォームに参加する事を意味する。
プラットフォームに参加することは，プラット
フォーマーによる以下のリスクに対応しなけれ
ばならない。
１．料金の値上げリスク
２．プラットフォーマーによる垂直統合リス
ク
３．プラットフォーマーが顧客との関係を弱
体化させるリスク
　上記のリスクに対抗する手段としてプラット
フォームのオープン化という議論が存在する。
しかし，オープン化は必ずしも“銀の弾丸”で
はない。プラットフォームのオープン化という
議論の裏には，フリー化という概念が存在する
（Hagui, p. １７３）。フリーという用語は Long Tail
を提唱したChris Andersenの著書『フリー〈無
料〉からお金を生み出す新戦略』で使用され，
フリーという単語がビジネスの世界においても
定着するようになった。Andersenはその著書に
おいて「ITの進化，ブロードバンド化，サー
バーコストの低減などによってデジタル社会の
社会的コストが限りなくゼロに近づき，これに
よりサービスがフリーとなる」と述べている。
フリーとなることで，「多くの人をパブリシティ
で集めることができるようになり，一部の人が
プレミアム（有料）サービスを購入することで
フリービジネスが成立する」と論じている。
　一方で Haguiらはフリービジネスを「ビジネ
スモデルの価格戦略の１つで，価格をゼロとす
ることによって大きなパブリシティ効果を狙う
戦略」と捉えている。すなわち，プラット
フォームに参加することによりサービスをフ
リーとして提供可能なのではなく，自社にとっ
て有効な戦略を持ちプラットフォーム上でビジ
ネスを行わない限り，フリービジネスは成功し
ないことを意味している。
５．　お　わ　り　に
　Carrは『クラウド化する社会』においてクラ
ウドコンピューティングを発電所に捉えて説明
した。発電所としてクラウドコンピューティン
グを捉える事はクラウドコンピューティングの
理解に貢献した。クラウドコンピューティング
をインフラとして捉える事は，クラウドコン
ピューティングの本資を見誤る事となる。クラ
ウドコンピューティングはインフラではなくプ
ラットフォームである。プラットフォームとし
てのクラウドコンピューティングには，①マッ
チング機能，②コスト削減機能，③検索コスト
の低減機能（ブランディング・集客機能），④コ
ミュニティ形成による外部ネットワーク効果・
機能，⑤三角プリズム機能の５つの特徴がみら
れる。プラットフォームとしてのクラウドコン
ピューティングは，モジュール化され水平分業
されたコンピュータ産業を，１社で全てを提供
する垂直統合へと変化させる。これらの変化は
一見不連続に起きているのではなく，１世代前
の世代の力を借りて連続して起きている。すな
わち，プラットフォームとしてのクラウドコン
ピューティングにおいても，従来のコンピュー
タ産業と同様に過去の資産との互換性が重要と
なる。
　これまでの議論によりクラウドコンピュー
ティングのサービスモデルにおける呼称には従
来の資産との互換性がない点が浮かび上がる。
SaaSに関しては，ソフトウェアをサービスとし
て提供するという意味とその呼称が従来の関係
性と同一であるが，PaaSや IaaSに関しては過
去の資産とは別の呼称を使用している。PaaSを
既存のコンピュータの構成に当てはめると OS
にあたり，IaaSに関してはハードウェアに相当
する。従来の資産との互換性を重視するのであ
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れば，PaaSの呼称は OssS（Operating system 
as a Service）であり，IaaSは HaaS（Hardware 
as a Service）となるのが妥当であろう２８）。PaaS
はOSに相当する機能以外にCPUやネットワー
クの利用時間や利用料を課金する体制を用いて
いる為プラットフォームという用語を使用する
方が実体を正確に表現しているという考えもあ
るが，料金体系と概念は分けて考える方がよい。
すなわち，クラウドコンピュータのサービスモ
デルの呼称に関しては再検討が必要となるであ
ろう。
注
 １） １９６７年の米国における IBM のコンピュータの
シェアは約７３％であった。詳細は杉山（２００７）参
照。
 ２） 事実上世界初のパソコンは１９７５年に MITS社か
ら販売された「Altair８８００」である。Altaira８８００ は
個人が購入可能な価格に設定されてはいたが，基
本構造等はミニコンピュータであった。Altair８８００
はキーボードやディスプレイは無く，前面に１６個
のメモリアドレススイッチと電球が付いているに
過ぎないものであった。Altair８８００ には Intelの８
ビット CPU８０８０ が搭載され，この８０８０上で動作
する BASICを開発したのは Microsoftの創業者で
ある Bil Gatesと Paul Alenである。
 ３） ８ビットパソコンを開発していたメーカーは，
MITS，NEC，Tandy（現 RadioShack），Apple等
であり，IBMは８ビットパソコン市場に参加して
いなかった。IBMが本格的に市場に参加したのは
１６ビットパソコンになってからである。
 ４） 厳密には８ビットパソコンの外部装置との互換
性を考慮し，外部データバスを８ビット化した
Intel製CPU「８０８８」を採用しており純粋な１６ビッ
トパソコンとは言い難い。
 ５） Intel，Microsoftという企業も IBMという巨人
のコンピュータに採用されたことが成長の大きな
要因となっている。
 ６） 参考文献中のVaquero, L. et al（２００９）やYousef, 
L. et al（２００９）を参照。
 ７） Eoin Gleeson（２００９）
 ８） http://www.idcjapan.co.jp/Press/Current/ 
２０１００４１２Apr.html
 ９） 杉山（２００９）
１０） Ibid
１１） Ibid
１２） 参考文献中の Khajeh-Hosseini et alを参照。
１３） ロックインに関しては参考文献中の山本（２００６），
（２００７），（２０１０）を参照。
１４） Thomas Elisennman et al（２００６）
１５） 大前（２００１）p. ５９
１６） Ibid, p. ６３
１７） Ibid, p. ９６
１８） Ibid, p. １０１
１９） Ibid, p. １０１
２０） 平野（２０１０）p. ３５
２１） Ibid, p. ３９
２２） Ibid, p. ４０
２３） Ibid, p. ４０
２４） Ibid, p. ４２
２５） Ibid, p. ４４
２６） Ibid, p. ５４
２７） デジタルコンバージェンスはプラットフォーム
に限ったことではない。例えば一眼レフカメラ市
場ではカメラメーカー以外に家電メーカーが参入
してきたり，携帯電話にコンピュータメーカーが
参入してきたりしている。
２８） HaaSという用語はクラウドコンピューティング
が提唱された当初は使用されていたが，現在は使
用される頻度が激減している。
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